
　１０月１３日「ふれあいハイク」が行われ、この日集まった約７０人の参加者は草
木グランドをスタートとゴールとした約４．８キロメートルのコースを散策しました。
正盛院、菊団地、多賀神社のチェックポイントではクイズラリーも行われました。
参加者は秋空の下、心地よい汗をかきながら楽しい一日を過ごしていました。 

No. 945

元気にふれあいハイク 

11 
1

主な内容 

レクリエーション大会開かれる 

東部小でホタルの愛唱歌完成 

まちの話題 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　第５９回町民体育祭レクリエーション大会の模様を
写真で振り返る。 

　ホタルを通じて環境教育に取り組む東部小学校で
ホタルの愛唱歌が完成。子どもたちの活動を紹介。 

　阿久比中学校６０周年記念式典、かわいいチア
ダンスチーム、ちびっこ警察官などの話題を紹介。 

　ごんぎつねの仲間を探しにぶらり旅。神明社で
不思議な石を発見。何か起こりそうな予感が…。 

□ １１ 

□ 5

□ 4

□ 2

広
報
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第
五
十
九
回
町
民
体
育
祭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
十
月
七
日
、阿
久
比
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
約
六
千
人
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
得
点
種
目
に
よ
る
地
区
対
抗
戦
で
は
、町
内
二
十
二
地
区
が
参
加
し
、昨
年
に
続
き
草
木
地
区
が
総
合
優

勝
に
輝
き
、五
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。総
合
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▽
優
勝
　
草
木
地
区
▽
準
優
勝
　
宮
津
山
田
地
区
▽
第
三
位
　
白
沢
地
区 

町
民
体
育
祭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 
町
民
体
育
祭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 
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東
部
小
学
校
の
児
童
が
作
っ
た
「
ホ
タ

ル
愛
唱
歌
」
が
Ｃ
Ｄ
に
な
り
ま
し
た
。

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
が
推
進
す
る
「
心

を
む
す
ぶ
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
東

部
小
学
校
が
今
年
度
選
ば
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
「
ホ
タ
ル
愛
唱
歌
」
の
Ｃ
Ｄ

製
作
が
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
部
小
学
校
は
昭
和
五
十
九
年
か
ら
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
飼
育
を
始
め
、
環
境
教
育

や
命
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
で
七
月
に
学
校
か
ら
児
童
の
家
庭

に
「
地
域
で
歌
い
継
が
れ
る
ホ
タ
ル
愛
唱

歌
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
三
十
一
点
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
『
ほ
た
る
の
す
き
な
と
こ
ろ
』（
四

年
松
田
康
一
君
作
詞
）、『
こ
こ
ろ
の
光
』

（
四
年
新
美
遥
さ
ん
作
詞
）、『
ホ
タ
ル
の

お
ま
つ
り
』（
六
年
樋
口
知
美
さ
ん
、
同

櫻
井
麗
菜
さ
ん
作
詞
）、『
ホ
タ
ル
』（
Ｐ

Ｔ
Ａ
中
井
智
浩
さ
ん
作
詞
・
作
曲
）
の
四

点
の
優
秀
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
音
楽
科

教
諭
を
中
心
に
作
曲
や
カ
ラ
オ
ケ
作
り
を

行
い
、
九
月
に
児
童
ら
が
歌
を
録
音
し
て

Ｃ
Ｄ
『
歌
い
継
ご
う　

ホ
タ
ル
愛
唱
歌
』

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
愛
唱
歌
を
作
詞
し
た
四
人
の
児

童
に
ホ
タ
ル
に
対
す
る
思
い
を
聞
き
、
Ｃ

Ｄ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

樋
口
知
美
さ
ん
「
ホ
タ
ル
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
作
り
ま
し

た
」。

　
　

櫻
井
麗
菜
さ
ん
「
二
番
の
『
♪
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
や　

い
の
ち
を

大
事
す
る
こ
と
を
♪
』
の
部
分
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
」。

　
　

松
田
康
一
君
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ホ
タ
ル
を
大
事
に
し
ま
す
」。

　
　

新
美
遥
さ
ん
「
ホ
タ
ル
の
や
さ
し
い

光
が
大
好
き
で
す
。
先
生
と
一
緒
に
ハ

モ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
ん
な
に
聴
い

て
も
ら
い
た
い
で
す
」。

　

東
部
小
学
校
で
は
十
一
月
二
日
の
阿
久

比
町
幼
保
小
中
一
貫
教
育
実
践
発
表
会
の

公
開
授
業
の
中
で
「
ホ
タ
ル
集
会
」
を
開

き
ま
す
。
集
会
の
中
で
�
い
っ
し
ょ
に
歌

お
う
ホ
タ
ル
愛
唱
歌
�
と
題
し
、
Ｃ
Ｄ
に

収
録
さ
れ
た
歌
を
地
域
の
方
や
見
学
者
に

披
露
し
ま
す
。
高
田
耕
治
校
長
は
「
ホ
タ

ル
を
守
ろ
う
と
願
い
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら

し
い
作
品
が
で
き
ま
し
た
。
阿
久
比
町
で

こ
の
ホ
タ
ル
の
愛
唱
歌
が
歌
い
継
が
れ
て

く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

Ｃ
Ｄ『
歌
い
継
ご
う　

ホ
タ
ル
愛
唱
歌
』

の
中
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
内
容
は
東
部

小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
小
学
校　

　

�（
４
８
）０
０
４
１

左から樋口さん、櫻井さん、松田君、新美さん

実践発表会に向けて教室で“愛唱歌”の練習を行う児童
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東部小でホタル愛唱歌ＣＤ完成
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●アメフトの公式戦でチアダンスを披露
　１０ 月７日、アメリカ・サンフランシスコ「モンスターパー
ク」で行われたアメリカンフットボールの公式戦でチアダ
ンスを披露したチアダンスチーム「HIMAWARI」に所属
する、阿久比中学１年の浪岡あいざさん、奥村なつ希さん、
東部小学校３年の浪岡槻乃さん、棚辺愛里さんの４人が １０
 月 １５ 日町長室を訪れ、出場の報告をしました。
　「将来はチアリーダーになりたい」という彼女たちのチ
アダンスは １１ 月 １８ 日の町産業まつりでも披露されます。

　阿久比中学校開校６０周年記念式典が１０月４日、同校体育
館で開かれました。在校生を代表して３年生の原拓哉君が
「伝統ある阿中で３年間過ごせることに誇りを持ちたい」と
あいさつしました。
　式典終了後には、病院で闘病中の子どもたちを元気づけ
るホスピタルクラウンとして活躍する卒業生の大棟耕介さ
んの記念講演やコンサートも行われ、開校６０周年を祝いま
した。

●阿中開校 ６０ 周年記念式典開かれる

●ちびっこ警察官が防犯を呼び掛ける
　１０月１４日、アピタ阿久比店で阿久比町安全なまちづくり
防犯キャンペーンを行い、北原保育園年長組の１６人のち
びっこ警察官が活躍しました。
　園児たちは店の出入口付近に立ち、「外出するときは、
必ず鍵を掛けてくださいね」と買い物客に声を掛け、啓発
グッズを配布して防犯を呼び掛けました。

●シルバー人材センター設立 20 周年を祝う
　１０月１３日、町立勤労福祉センターで阿久比町シルバー人
材センター設立２０周年記念式典が開かれました。
　昭和６２年１０月の設立以来、２０年間継続就業を続けている
会員などに感謝状の贈呈やスライドを上映してシルバー人
材センターの２０年間の歴史を振り返りました。また、会員に
よる演芸大会も催され、２０周年の式典を盛り上げました。

●手をつないで仲良くゴール
　１０月１４日、阿久比スポーツ村で第２７回阿久比町障害者大
運動会が行われました。参加者は玉入れ競技や借り物競走
などの種目で汗を流しました。
　この日は阿久比高校の陸上部など多くのボランティア
が運動会の手伝いをして大会を盛り上げ、一緒に手をつな
いでゴールをするなど、会場は和やかな雰囲気につつまれ
ていました。

●弓道でねんりんピックに出場
　ねんりんピック茨城２００７（１１月１０日～１２日茨城県水戸市
開催）の弓道交流大会に愛知県の代表として出場する近藤
秋夫さん（白沢）が１０月１６日、町長室へ出場報告に訪れまし
た。ねんりんピックは６０歳以上の高齢者を中心とした健康と
福祉の祭典で、昭和６３年以来毎年全国で開催されています。
　近藤さんは「協力してくれる家族のためにも、練習の成果
が出るように全力で頑張ってきます」と話していました。
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７３ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　

上
記
の
表
は
、「
カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲

線
」
と
い
い
、

①　

心
臓
停
止
後
、
約
三
分
で
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
死
亡

②　

呼
吸
停
止
後
、
約
十
分
で
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
死
亡

③　

多
量
出
血
後
、
約
三
十
分
で
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
助
か
る
確
率
が

格
段
に
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、「
１
１
９
番

通
報
」「
応
急
手
当
」「
救
急
隊
の
処
置
」

「
医
療
機
関
で
の
治
療
」
の
ど
れ
も
が
早

く
連
携
よ
く
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

突
然
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ
る
と
、
何

を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
「
落
ち
着
く
こ

と
」
で
す
。
自
分
が
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ

る
か
落
ち
着
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
安
全
な
場
所
で
あ
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
安
全
で
な
け
れ
ば
安
全
に
応

急
手
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
移

動
さ
せ
る
か
、
安
全
な
場
所
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
適
切
な
応
急

手
当
を
し
、
救
急
隊
員
に
交
替
し
て
く
だ

さ
い
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
﹇
�
（
４
７
）

０
１
１
９
﹈
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
方
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
正

し
い
応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友
人

が
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

時
に
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
何
も
し
な

か
っ
た
ら
、
命
を
救
う
こ
と
が
大
変
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

応
急
手
当
で
ど
の
く
ら
い

生
命
が
救
わ
れ
る
か　
　

応
急
手
当
を
す
る
前
に

①
反
応
を
確
認
す
る 

②
助
け
を
呼
ぶ 

　
（
1
1
9
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
） 

③
気
道
の
確
保
　
と
　
④
呼
吸
の
確
認 

⑤
人
工
呼
吸
2
回
（
省
略
可
能
） 

⑨
心
電
図
の
解
析 

電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
必
要
か
？ 

⑥
⑦
胸
骨
圧
迫
３０
回
と
人
工
呼
吸
２
回
の 

　
　
組
み
合
わ
せ
を
繰
り
返
す
　
　
　
　
　
　
　
　

圧
迫
は
強
く
、速
く（
約
1
0
0
回
／
分
）、 

絶
え
間
な
く
圧
迫
解
除
は
胸
が
し
っ
か
り
戻 

る
ま
で 

正
常
な
呼
吸
（
普
段
ど
お
り 

の
息
）
を
し
て
い
る
か
？ 

⑧
Ａ
Ｅ
Ｄ
到
着 

電
源
を
入
れ
る
。
電
極
パ
ッ
ド
を
装
着
す
る
。 

⑪ただちに胸骨圧迫と人 
　工呼吸を再開 
　5サイクル（2分間） 

⑩電気ショック１回 
⑪その後ただちに胸骨圧 
　迫と人工呼吸を再開 
　5サイクル（2分間） 

し
て
い
な
い 

し
て
い
る 

反
応
な
し 

必
要
あ
り 

必
要
な
し 

回復体位にして 
様子を見守る 

救命処置の流れ（心肺蘇生法とＡＥＤの使用） 

処置 

観察 

白
沢
台
地
区
で
防
災
ず
き
ん
作
り

　

十
月
十
一
日
、
白
沢
台
集
会
所
で
地
区

の
老
人
会
女
性
部
「
な
で
し
こ
会
」
の
メ

ン
バ
ー
二
十
人
が
防
災
ず
き
ん
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
防
災
ず
き
ん
を

作
ろ
う
と
、
家
庭
に
あ
る
タ
オ
ル
な
ど
を

持
ち
寄
り
、
ず
き
ん
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
あ
い
ち
防
災
リ
ー

ダ
ー
は
「
防
災
ず
き
ん
は
頭
を
守
る
た
め

に
必
要
で
す
。
避
難
所
で
は
枕
に
も
な
り

ま
す
」
と
説
明
を
し
、
参
加
者
は
「
今
日

は
自
分
の
ず
き
ん
を
作
り
ま
し
た
が
、
家

に
帰
っ
て
か
ら
家
族
全
員
分
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
のののののののののののののののののののののののののののののののの
身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身
をををををををををををををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににににににににににににににににににににに

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

�
�
�
�
�
�
�
	
��
�

カーラーの救命曲線（改変）

中央に置かれた防災ずきんを見本に作業に取り組む「なでしこ会」メンバー



広報あぐい　２００７年１１月１日号

7

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

＜材料・分量（４人分）＞ 
キャベツの葉大小各8枚、タマネギ中1個、ニンジン１/２本、ピーマン2個、トマト大2個、かんぴょう約１００
cm、豚ミンチ１５０g、パン粉１/２カップ、卵１個、サラダ油大さじ１、塩・コショウ各少 、々鶏がらスープの素
小さじ２、トマトケチャップ１５０ml、付け合せ野菜（ミニトマト１２個、ブロッコリー小房２０個、オクラ４本） 

①　キャベツの葉大小各８枚は洗い、水分が付
いたままラップに包み、約５分～６分加熱する。
様子をみて、しんなりするまで加熱する。ざる
に広げ冷まし、軸はそぎ取る。 

②　タマネギ、ニンジン、ピーマン、そぎ取った
きゃべつの軸をみじん切りにし、油少々でい
ためて冷ます。 

③　ボールにミンチ、卵、パン粉と②の野菜を入
れ、ハンバーグを作る要領でこね、粘りが出た
ら８等分する。 

④　①のキャベツの葉を大小組み合わせて、③
のミンチをきんちゃく袋のようにして包み、口
をかんぴょうで縛る。（かんぴょうは塩水で揉
み洗いして使う。） 

⑤　鍋にざく切りトマトとトマトケチャップ、鶏が
らスープの素と水３カップを入れ、その中に④
のきんちゃく包みキャベツを並べ、中火で静か
に煮含ませる。塩・コショウで味を調える。 

⑥　付け合せ野菜のブロッコリーは小房に分け
さっとゆでる。オクラは塩でもんだ後、熱湯に
くぐらせ水で冷やし、小口切りにしておく。ミ
ニトマトは半分に切る。 

⑦　柔らかく煮えたきんちゃく包みキャベツを
一人２個ずつ、器に盛りスープも入れ、ブロッ
コリー、オクラ、ミニトマトをまわりに入れ飾る。 

作り方 

PRポイント 
　普段作るロールキャベツを少しアレンジして野菜を入れて
みました。 

調理時間 
約２０分 
調理時間 
約２０分 

この賞を選んだ町長は
「どの作品もいろいろな工夫が感

じられました。この作品は私の好きなトマト
が上手に生かされていました。きんちゃく包み
にキャベツ以外の野菜が隠れているので、野
菜のきらいな子どもも喜んで食べてくれ
ると思います」と選定理由を話し

ていました。 

　
「
野
菜
を
た
べ
よ
う
！
わ
が
家
の
健
康

レ
シ
ピ
」
の
受
賞
作
品
の
中
か
ら
「
町
長

賞
」
を
受
賞
し
た
濱
嶋
芳
子
さ
ん
の
作
品

「
き
ん
ち
ゃ
く
包
み
き
ゃ
べ
つ
の
ト
マ
ト

ス
ー
プ
煮
」
を
紹
介
し
ま
す
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
のののののののののののののののののののののののののののののの
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ
でででででででででででででででででででででででででででででで

特
別
賞
の
レ
シ
ピ
で

料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
をををををををををををををををををををををををををををををを
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
ぐ
い
九
月
一
日
号
で
紹
介
し
た

「
野
菜
を
た
べ
よ
う
！
わ
が
家
の
健
康
レ

シ
ピ
」
の
一
般
部
門
最
優
秀
賞
受
賞
作
品

「
和
風
酢
ぶ
た
」
の
材
料
と
作
り
方
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
材
料
と
作
り
方
を
追
加
し

て
く
だ
さ
い
。

＜

材
料
・
分
量（
四
人
分
）＞

　
　

酢
大
さ
じ
三
杯

　

＜

作
り
方＞

　
　

材
料
を
煮
詰
め
、
最
後
に
酢
を
入
れ

　

る



8

広報あぐい　２００７年１１月１日号

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 ④ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

家庭に配布したパンフレット

　阿久比町幼保小中一貫教育プロ
ジェクト活動の一環で、幼児教育研
究部会が作成した「阿久比　子育て
１０か条」を９月に小学校３年生以下
の園児・児童がいる家庭に配布しま
した。
　「心とからだが輝くための１０か条」
と題して、幼児教育研究部会で９か
条を定め、１０か条目は各家庭で決め
てくださいとお願いしました。園や
学校から家庭に照会したところ、各
家庭でそれぞれの「１０か条目」が決
められていました。その中からいく
つかを紹介します。

◎　毎度のごはん　残さず食べよう　家族全
員で
◎　おもいやり　感謝の心をわすれずに
◎　気づこう子供のサイン　かけよう大人の
優しいひと声
◎　人も自分も好きでいよう
◎　１日１回ハグ（抱きしめる）しよう
◎　なんでも話そう　話し合おう
◎　大切にしよう　かぎりある資源　～もっ
たいないの合言葉～

◎　話してね　心で悩みふくらむ前に
◎　大人が見本　約束を守ろう
◎　会話は明るく　元気よく、　ありがとう
ははっきりと
◎　寝る前に　読もう　聴かそう　本１冊
◎　自分がされて嫌なことは　他人に言わな
い　やりません
◎　鍛えよう心とからだ　健康第一

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

テレビを消して親子で読書をしましょう。 
読んだ本について話しましょう。 

　親子の触れ合いは、子どもの成長にとってかけがえのないものです。
親子の触れ合いを通して、人との温かいかかわり方を子どもに伝えてく
ださい。親子それぞれによい時間を過ごし、触れ合いを深めてください。 
□問い合わせ先　学校教育課　fl（４８）１１１１（内２０２） 

11月10日（土）まで 
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ぼ
く
は
、
三
才
の
ね
こ
。
一
カ
月
前

か
ら
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の
家
に
住
ん
で
い
る
。

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
小
学
二
年
生
だ
。

　

リ
ビ
ン
グ
に
は
、
お
日
さ
ま
の
や
わ

ら
か
い
日
差
し
が
差
し
込
ん
で
い
る
。

「
よ
か
っ
た
わ
ね
。
あ
し
た
は
、
学
校

へ
行
け
る
わ
よ
」

　

お
母
さ
ん
が
言
っ
た
。
ま
ゆ
ち
ゃ
ん

は
、
か
た
足
を
白
い
布
で
ぐ
る
ぐ
る
ま

き
に
さ
れ
て
、
そ
の
足
の
か
わ
り
に
つ

え
を
付
い
て
い
た
。

「
ト
イ
レ
や
教
室
を
い
ど
う
す
る
時
、

ど
う
し
よ
う
？
」

「
先
生
に
お
ね
が
い
し
た
か
ら
、
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
よ
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
不
安
そ
う
な
顔
を

し
て
い
る
。
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
内
気
で

自
分
か
ら
何
か
た
の
む
こ
と
が
で
き
な

い
の
だ
。

「
ま
ゆ
、
買
い
物
に
行
く
わ
ね
」

　

お
母
さ
ん
は
、
買
い
物
に
出
か
け
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
の
イ
ン
コ
が
、

「
ゴ
ハ
ン
、
ゴ
ハ
ン
」

と
、
言
い
出
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
わ
た
し
の
こ
と
し
ん
ぱ

い
な
ん
だ
。
チ
イ
ち
ゃ
ん
に
え
さ
あ
げ

る
の
わ
す
れ
て
る
！
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
そ
う
言
う
と
ケ
ー

ジ
に
手
を
入
れ
て
、
イ
ン
コ
を
ゆ
び
に

の
せ
た
。

　

イ
ン
コ
は
、
ば
さ
ば
さ
と
、
は
ば
た

い
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
ビ
ン
グ
を
ひ

と
ま
わ
り
す
る
と
、
ま
ど
か
ら
外
に
と

ん
で
行
っ
た
。

「
チ
イ
ち
ゃ
ん
、
も
ど
っ
て
来
て
！　

お
母
さ
ん
が
か
わ
い
が
っ
て
い
た
の
に
、

ど
う
し
よ
う
？
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
な
い
て
い
る
。

「
マ
ユ
チ
ャ
ン
、
ナ
カ
ナ
イ
デ
。
ナ
ニ

ヲ
シ
テ
ホ
シ
イ
？
」

　

ぼ
く
は
、
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
。

「
お
ね
が
い
、
チ
イ
ち
ゃ
ん
を
助
け
て
」

「
ワ
カ
ッ
タ
」

　

ぼ
く
は
、
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の
家
の
表
札

の
住
所
を
見
る
と
、
イ
ン
コ
が
と
ん
で

行
っ
た
方
向
に
走
っ
た
。

　

イ
ン
コ
は
、男
の
人
の
手
の
ひ
ら
の

中
に
い
た
。男
の
人
は
、イ
ン
コ
を
家
に

つ
れ
て
か
え
る
と
、ケ
ー
ジ
に
入
れ
た
。

「
ニ
ャ
ー
、
ニ
ヤ
ー
、
ニ
ヤ
ー
」

　

ぼ
く
は
、
イ
ン
コ
に
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の

家
の
住
所
を
教
え
た
。

　

ぼ
く
が
も
ど
る
と
、
ま
も
な
く
お
母

さ
ん
が
か
え
っ
て
来
た
。

　

ピ
ン
ポ
ー
ン
、
ピ
ン
ポ
ー
ン

　

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
、
な
っ
て
い
る
。

お
母
さ
ん
が
、
出
る
と
、
男
の
人
が
ケ
ー

ジ
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
。

「
こ
ん
ば
ん
は
。
こ
の
イ
ン
コ
こ
ち
ら

の
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
？
」

と
、
ケ
ー
ジ
を
さ
し
出
し
た
。
お
母
さ

ん
は
、
大
声
で
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
を
よ
ん
だ
。

「
チ
イ
ち
ゃ
ん
！
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
が
、
名
前
を
よ
ぶ
と
、

「
オ
ネ
ガ
イ
、
タ
ス
ケ
テ
、
ミ
ド
リ
チ
ョ

ウ
イ
チ
ノ
イ
チ
、
ア
リ
ガ
ト
ウ
」

「
ま
あ
、
チ
ィ
ち
ゃ
ん
、
住
所
言
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
ね
！
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
も
マ
マ
も
、
目
を
丸
く

し
て
、
び
っ
く
り
し
て
た
。

「
オ
ネ
ガ
イ
、タ
ス
ケ
テ
、ア
リ
ガ
ト
ウ
」

　

イ
ン
コ
は
、
く
り
返
し
言
っ
て
い
る
。

（
そ
う
だ
。
助
け
て
っ
て
言
え
ば
い
い

ん
だ
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
っ
て
）

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の
顔
が
か
が
や
い
た
。

　

次
の
日
の
朝
、
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、

「
お
母
さ
ん
、
お
く
ら
な
く
て
い
い
よ
。

き
の
う
仕
事
休
ま
せ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
」

　

そ
う
言
っ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
せ
お
っ
た
。

「
一
人
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
の
？
」

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
よ
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
つ
ば
づ
え
を
付

い
て
、

「
行
っ
て
き
ま
ー
す
」

と
、
学
校
に
出
か
け
た
。
ぼ
く
は
お
母

さ
ん
の
か
わ
り
に
つ
い
て
行
く
こ
と
に

し
た
。

　

学
校
に
つ
い
た
。
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、

げ
ん
か
ん
の
げ
た
ば
こ
の
前
で
こ
ま
っ

て
い
る
。
う
わ
ば
き
が
と
り
出
せ
な
い

の
だ
。
げ
ん
か
ん
に
は
、
だ
れ
も
い
な

か
っ
た
。
く
つ
を
出
そ
う
と
し
た
と
き
、

　

バ
タ
ー
ン

　

ぼ
く
の
し
っ
ぽ
が
ぴ
く
っ
と
動
い
た
。

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
が
、
こ
ろ
ん
だ
ん
だ
。

「
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
の
？
」

　

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
女
の

子
が
か
け
よ
っ
た
。

「
あ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ね
が
い
、
う
わ
ば

き
を
取
っ
て
」

「
う
ん
、
い
い
わ
よ
」

　

あ
い
ち
ゃ
ん
は
、
う
わ
ば
き
を
出
し
、

ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の
く
つ
を
し
ま
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
教
室
の
近
く
に
あ
る
木
に

登
っ
て
、
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
す
を
見

て
い
た
。
こ
ろ
ん
だ
り
、
机
を
た
お
し

た
り
す
る
た
び
に
、
し
っ
ぽ
が
ぴ
く
と

し
た
。
で
も
、
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
は
、
お
ね

が
い
と
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
、
え
が

お
だ
っ
た
。しろ

や
ま
会
員　

木
村　

久
世

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う 

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う 

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う 
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日時　１０月４日・１０月１１日
場所　衣浦港ポートアイランド環境事業センターほか
　「ごみを考える講座」で阿久比町の燃えるゴミ・燃え
ないゴミなどの最終処分場である衣浦港ポートアイラ
ンド環境事業センターとトーエイ株式会社の家電リサ
イクルセンターを見学しました。
　環境衛生課職員に町のゴミの現状を聞き、実際に現
場を見ることで、最終処分場がほぼ満杯になっている
ことや家電のリサイクルは大変手間がかかることを実
感しました。参加者は現場を見学して、ゴミについて
再認識をしました。

日時　１０月１２日
場所　中央公民館本館
　愛知県動物保護管理センターの職員を講師に迎え、
「犬のしつけとマナー講座」を開きました。
　実際に犬を使っての指導方法や一般的な説明を聞き
ました。「とにかくほえるのでどうしたらいいのか」「ウ
ンチやおしっこは」などと参加者が質問をすると「ペッ
トを飼うためにはルールやマナーを守ることが大切で
す。犬との楽しい生活を送るためにはしっかりとしつ
けをすることが必要です」と講師は話していました。

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ ををををををををををををををををををををを 考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考 えええええええええええええええええええええ るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののののののののののしししししししししししししししししししししつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけとととととととととととととととととととととマママママママママママママママママママママナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　

阿
久
比
町
の
神
社
に
は
「 
常 

じ
ょ
う 

舞 ぶ 
台 
」
と

た
い

呼
ば
れ
る
建
物
が
現
在
も
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
の
初
期
か
ら
十
五
年
ご
ろ
ま
で
祭

礼
の
余
興
に
半
田
、
高
浜
、
名
古
屋
の
大

須
、
遠
く
は
京
都
西
陣
な
ど
か
ら
役
者
を

呼
び
、
常
舞
台
で
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
芝
居
は
太
平
洋
戦
争
中
、
自
粛
さ
れ

ま
し
た
が
、
戦
後
に
な
る
と
村
の
若
い
衆

に
よ
る
青
年
芝
居
が
爆
発
的
に
盛
ん
に
な

り
、
青
年
芝
居
の
大
会
も
行
わ
れ
る
ほ
ど

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

青　

年　

芝　

居

　

出
し
物
は
時
代
劇
が
多
く
、
自
分
た
ち

で
創
作
し
た
り
、
実
際
に
名
古
屋
大
須
へ

出
向
い
て
本
場
の
芝
居
を
勉
強
し
た
り
し

ま
し
た
。
ど
の
地
区
も
芸
達
者
な
先
輩
を

座
長
と
し
、
小
道
具
を
作
っ
た
り
、
深
夜

ま
で
稽
古
を
続
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

青
年
芝
居
の
稽
古
場
は
男
女
交
際
の
場

で
、
祝
儀
や
声
援
も
う
れ
し
い
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昭
和
三
十
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
青
年
団

の
解
散
と
と
も
に
青
年
芝
居
は
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。（『

阿
久
比
町
誌
』
参
照
）

ポーズをきめる青年芝居の役者
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ご
ん
げ
ん
山
コ
ー
ス
の
第
六
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
南
部
小
学
校
」
か
ら
歩
き
始

め
る
。
前
回
は
雨
に
降
ら
れ
た
が
今
日
は

秋
空
の
い
い
天
気
。
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
小

学
校
を
眺
め
る
。
休
日
と
あ
っ
て
小
学
校

の
校
庭
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い

る
。　　「

新
聞
に
阿
久
比
町
で
野
生
の
キ
ツ
ネ

が
発
見
さ
れ
た
記
事
が
載
っ
て
い
た
よ

ね
」。「
見
ま
し
た
よ
。
今
日
の
ご
ん
げ
ん

山
コ
ー
ス
で
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の
仲
間
た

ち
に
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
え
」。か

す
か
な
期
待
を
い
だ
き
な
が
ら
友
人
と
の

会
話
を
続
け
、
南
の
方
へ
少
し
歩
く
と
第

七
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
植
公
民
館
」

に
到
着
す
る
。

私
財
を
投
じ
て
公
民
館
建
設
に
尽
力
し

た
と
い
う
女
性
の
銅
像
が
建
つ
。「
多
分
す

て
き
な
人
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
」
と
友

人
と
話
し
な
が
ら
銅
像
に
向
か
い
手
を
合

わ
せ
る
。

町
並
み
を
進
む
。
民
家
の
板
壁
に
、
今

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
蚊
取

線
香
や
農
機
具
の
看
板
が
張
ら
れ
て
い
る
。

メ
ッ
キ
が
は
が
れ
茶
色
い
さ
び
が
目
立
つ
。

黒
色
の
壁
に
、
昔
懐
か
し
い
看
板
は
昭
和

の
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
レ
ト
ロ
な
雰
囲

気
を
か
も
し
だ
す
。

第
八
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は「
神
明
社
」。

神
社
へ
南
か
ら
上
る
石
段
と
南
東
か
ら
上

る
� 
女  
坂 
�
と
呼
ば
れ
る
参
道
の
接
点
に

お
ん
な 
ざ
か

『 
磐  
座 
』
と
よ
ば
れ
る
石
が
あ
る
。
古
代

い
わ 
く
ら

の
ご
神
体
で
祭
り
の
際
、
神
が
鎮
座
す
る

場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
私
が

女
坂
か
ら
上
り
、
友
人
は
石
段
を
上
る
。

途
中
で
一
緒
に
な
り
、
最
後
は
二
人
で
磐

座
の
場
所
に
着
く
。
四
方
を
柵
で
囲
っ
た

中
に
、
し
め
縄
が
飾
ら
れ
た
石
が
ま
つ
ら

れ
る
。
薄
暗
い
境
内
の
入
り
口
で
、
木
漏

れ
日
が
と
が
っ
た
石
の
先
に
当
た
る
。
そ

の
光
景
は
、
何
か
が
飛
び
出
し
て
く
る
前

兆
の
よ
う
な
光
の
輝
き
を
発
し
、
と
て
も

神
秘
的
で
あ
る
。

新
美
南
吉
の
童
話
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の

舞
台
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
第
九
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
「
五
郷
社
」
に
立
ち
寄
る
。

神
社
の
あ
る
森
を 
権  
現  
山 
と
呼
ぶ
。
第
十

ご
ん 
げ
ん 
や
ま

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「 
西  
狐  
谷  
池 
」
か

に
し 
き
つ
ね 
だ
に 

い
け

ら
権
現
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
池
の

水
面
に
山
が
映
る
。友
人
は「『
逆
さ
富
士
』

な
ら
ぬ
『
逆
さ
権
現
山
』
で
す
ね
」
と
言

い
な
が
ら
腕
を
組
み
、
あ
ご
の
下
を
手
の

ひ
ら
で
な
で
る
。

最
後
の
第
十
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
観
音
寺
」
が
見
え
て
き
た
。「
キ
ツ
ネ
は

現
れ
な
か
っ
た
ね
」。「
そ
う
で
す
ね
。
こ

れ
を
見
て
く
だ
さ
い
よ
。
コ
ー
ン
。
コ
ー

ン
」
と
友
人
が
両
手
で
キ
ツ
ネ
の
顔
を
作

り
、
か
く
し
芸
を
見
せ
て
く
れ
た
。
私
は

目
を
細
め
た
。

① ② 

③ 

④ ④ 

⑤ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

丸山公園 丸山公園 

中部 
保育園 
中部 
保育園 

雲
谷
寺

雲
谷
寺 

雲
谷
寺 

平
泉
寺

平
泉
寺 

平
泉
寺 

唐松の井戸 唐松の井戸 

八幡神社 八幡神社 

⑥ ⑥ 

⑦ ⑦ 

南部小学校 南部小学校 

植公民館 植公民館 
南
部
保
育
園

南
部
保
育
園 

南
部
保
育
園 

蓮
慶
寺

蓮
慶
寺 

蓮
慶
寺 

神
明
社

神
明
社 

神
明
社 

五
郷
社

五
郷
社 

五
郷
社 

植
公
園 

西
狐
谷
池

西
狐
谷
池 

西
狐
谷
池 

観
音
寺

観
音
寺 

矢口 
公民館 
矢口 
公民館 

高岡老人憩の家 

県
道
南
粕
谷
半
田
線 

前
田
川 

阿久比川 

名鉄河和線 

植大駅 

〒 ○ 
阿久比 
郵便局 

観
音
寺 勤労福祉 

センター 
勤労福祉 
センター 

ごんげん山コース

五郷社の入り口付近

西狐谷池に映る“逆さ権現山”



12

広報あぐい　２００７年１１月１日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

知
多
半
島
地
域
の
医
療
・
福
祉
・
行
政

機
関
な
ど
が
連
携
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
七
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
会　

場　

知
多
市
民
体
育
館
（
知
多
市

緑
町
５
）

□
内　

容　

精
神
科
医
笠
原
嘉
氏
の
講
演
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
展
示
ほ

か
□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
半
島
地
域
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
連
絡
協
議
会
事
務
局

共
和
病
院　

�
０
５
６
２（
４
６
）２
２

２
２

トレーニング 

登録証 
発行 

講　習　会 
毎月第2・第4日曜日 
午前10時～正午 

クラブハウス 
受付で手続き 

※　事前に電話で予約をして 
　ください。（定員15人） 

利用方法 

ス
ポ
ー
ツ
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に 

新
マ
シ
ー
ン
を
導
入 

　

ス
ポ
ー
ツ
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
最
初
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一
度

講
習
を
受
け
る
と
「
登
録
証
」
が
発
行
さ

れ
、
次
回
か
ら
自
由
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

を
利
用
で
き
ま
す
。

□
使
用
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
十
二
月
二
十
八
日
〜
一
月
四
日
以
外

は
年
中
無
休
）

□
使
用
料　

中
学
生
以
上
一
人
一
回
二
百

円
（
時
間
制
限
な
し
。
小
学
生
以
下
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

　

�
（
４
９
）
２
５
０
０

子どもとかかわる仕事をしてみたいと思っている方、 
　　　　　　　　　　　　保育園で働いてみませんか 
勤務内容　・乳児保育対応保育士 
　　　　　　（月曜日～金曜日、午前８時半～午後４時半） 
　　　　　・障害児対応保育士 
　　　　　　（月曜日～金曜日、午前８時半～午後４時） 
　　　　　・指定休対応・なかよし広場担当保育士 
　　　　　　（午前８時半～午後４時半、なかよし広場は、月２日） 
　　　　　・育児休暇対応保育士 
　　　　　　（月曜日～金曜日、午前８時半～午後５時） 
　　　　　・早・延長保育対応保育士 
　　　　　　（月曜日～金曜日、午前７時半～午前１１時半・ 
　　　　　　午後３時半～午後７時） 
　　　　　・土曜延長保育対応保育士 
　　　　　　（土曜日の午前１１時半～午後４時） 
場　　所　・町立保育園 
　　　　　　（早・延長、土曜延長、代休対応保育は、北原、草木保育園） 
賃　　金　・９３０円（時給）、育児休暇対応 １，０００円（時給） 
応募資格　・保育士資格のある方 
提出書類　・履歴書（写真付き）、保育士証の写し 
申込期限　・１１月３０日（金） 
 

※申し込み・問い合わせ先 

　住民福祉課　児童福祉係　fl（４８）１１１１（内３０１） 

□勤務場所　学童保育「げんきッズ南部」ほか
□勤務内容　放課後の児童（小学生）の保育
□募集人員　専任指導員およびパート指導員　
　　　　　若干名

□勤務時間
　専任指導員（週５日３２時間）
・・　平日　午後１時～午後７時の６時間
・・　土曜日　午前８時～午後６時の内８時間
・・　夏休みなど学校休校日　午前８時～午後７
時の内８時間

　パート指導員
・・　平日　午後２時～午後７時の５時間
・・　土曜日　午前８時～午後６時の内８時間ま
たは午前８時～午後７時の内６時間

・・　夏休みなど学校休校日　午前８時～午後７
時の内８時間または午前８時～午後７時の内
６時間

□応募資格　教諭または保育士資格のある方
□試　　験　面接試験随時
□提出書類　履歴書（市販のもの・写真添付）、
資格証明書

□そ　の　他　運営は社会福祉法人雲谷苑が町の
委託を受けて実施します

□申し込み・問い合わせ先
　社会福祉法人雲谷苑（中部保育園）�（４８）０５０４

放課後児童クラブ指導員を募集
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�
　

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
品
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□
展
示
作
品

・　

小
学
生
の
習
字
作
品

・　

中
学
生
の
作
文
作
品

　

い
ず
れ
も
佳
作
以
上
の
入
賞
作
品

□
展
示
期
間　

　

十
一
月
十
一
日（
日
）〜
十
七
日（
土
）

□
展
示
場
所

　

中
央
公
民
館
本
館
一
階
ホ
ー
ル

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係　

�（
４
８
）１
１
１

１
（
内
３
０
２
）

�
　

愛
知
県
を
は
じ
め
愛
知
県
弁
護
士
会
、

愛
知
県
司
法
書
士
会
、
支
援
団
体
な
ど
が

共
同
で
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
借
金
で
悩
ん

で
い
る
方
に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

の
プ
ロ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
二
十
五
日（
日
）午
前

十
時
〜
午
後
三
時

□
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
接

□
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

・　

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

名
古
屋
市

中
区
三
の
丸
３
―
１
―
２　

自
治
セ
ン

タ
ー
一
階　

�
０
５
２（
９
６
２
）５
１

０
０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

・　

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

一
宮
市
本

町
４
―
３
―
１　

ル
ボ
・
テ
ン
サ
ン
ビ

ル
四
階　

�
０
５
８
６（
７
１
）５
９
０

０
・　

西
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

岡
崎
市

明
大
寺
本
町
１
―
４　

西
三
河
総
合
庁

舎
一
階　

�
０
５
６
４（
２
７
）０
８
０

０
・　

東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

豊
橋
市

八
町
通
５
―
４　

東
三
河
総
合
庁
舎
一

階　

�
０
５
３
２（
５
２
）７
３
３
７

�
　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
府

市
・
豊
明
市
・
東
浦
町
・
阿
久
比
町
）
の

ゴ
ミ
処
理
施
設
使
用
料
を
平
成
二
十
年
四

月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８

５
５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

改定前
　使用料　１０キログラム　１０５円
　　　　　　　　�
改定後

対　象金　額単　位種　類

日常生活に
伴って生じた
一般廃棄物

１００円
１０キログラム
まで家庭系

廃棄物 １０キログラム
ごとに１００円

１０キログラム
を超える場合

事業活動に
伴って生じた
一般廃棄物

１５０円
１０キログラム
まで事業系

廃棄物 １０キログラム
ごとに１５０円

１０キログラム
を超える場合

　

既
存
住
宅
は
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

必
要
で
す
。

　

設
置
期
限
ま
で
あ
と
七
カ
月
で
す
。「
家

族
の
命
」
を
守
る
の
は
、
世
帯
主
の
義
務

で
す
。
未
設
置
の
方
は
早
急
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

『
ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？
』

　

設
置
場
所
は
「
寝
室
」
と
「
階
段
上
部
」

で
す
が
、
二
階
に
寝
室
と
し
て
使
用
す
る

部
屋
が
な
け
れ
ば
階
段
上
部
へ
の
設
置
は

不
要
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
一
本
で
簡
単
に

取
り
付
け
が
で
き
ま
す
。

※ 
知
多
半
島
内
の
市
町
は
台
所
へ
の
設

置
を
「
任
意
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
火
災

の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
台
所
に
「
熱
式
」

の
警
報
機
の
設
置
を
す
す
め
ま
す
。

　

愛
知
県
内
で
高
価
な
価
格
で
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
売
り
付
け
る
悪
質
な
訪
問
販

売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
機
器
を
買
い
求
め
る

場
合
は
信
頼
の
お
け
る
地
元
の
家
電
販
売

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
防
災
設
備
店
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

�（
２
１
）１
４
９
１

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　

設
置
は
済
ん
で
い
ま
す
か
』

『
悪
質
訪
問
販
売
に

　
　
　
　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
』

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	�



�
�

�

　
　
　
（
平
成
十
九
年
度
全
国
統
一
標
語
）

※ 　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、午
後
八
時
に
三
十
秒
間
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施 

１１
月
９
日（
金
）〜
１５
日（
木
） 

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施 

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施 

階 
居 寝 

寝 Ｌ 

～警報 

住宅用火災警報器設置場所 
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

十
八
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
、三
人
以
上

養
育
し
て
い
る
世
帯
の
第
三
子
以
降
の
児

童
の
う
ち
、
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
児
童
の

保
育
料
が
十
月
か
ら
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
�（
４
８
）１
１
１
１
（
内

２
２
６
）

�
　

十
一
月
一
日
（
木
）
か
ら
「
あ
い
ち
共

同
利
用
型
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
で
予
約

で
き
る
施
設
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



・
十
二
月
八
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜
午

後
四
時
半　

　

半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所
（
定
員
二
十

人
）

・
十
二
月
十
五
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜

午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所　

�（
２
４
）

０
１
１
９

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

半
田
保
健
所
で
は
、
膠
原
病
で
療
養
し

て
い
る
方
が
よ
り
快
適
に
在
宅
療
養
が
で

き
る
よ
う
、
本
人
と
家
族
を
対
象
と
し
た

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
医
師
が
病
気
に
関
す
る
知
識
と
治

療
の
新
し
い
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
二
十
七
日（
火
）　

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
保
健
所
四
階
大
会
議
室

　
（
半
田
市
出
口
町
１
―　

―
４
）

４５

□
内　

容　

　

講
話「
膠
原
病
に
関
す
る
最
近
の
話
題
」

講
師　

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
リ
ウ

マ
チ
・
感
染
症
内
科　

西
野
譲
氏

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

十
一
月
二
十
日（
火
）ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
人

数
を
記
入
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
���
��
�
���

�
�
�
�
�
�
�
	


�

こ
う 
げ
ん 
び
ょ
う

　

半
田
保
健
所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ

ル
ー
プ　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

�
　

平
成
十
九
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
愛
知

県
内
の
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
愛
知
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
就
労
形
態
は
問
わ
ず
、
ま
た
年
金
受

給
者
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

□
愛
知
県
最
低
賃
金

　

時
間
額　

七
百
十
四
円

・　

日
給
制
、
月
給
制
の
労
働
者
の
場
合

は
、
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

最
低
賃
金
の
時
間
額
と
比
較
し
ま
す
。

・　

賞
与
や
諸
手
当
、
時
間
外
の
割
増
賃

金
は
、
最
低
賃
金
の
時
間
額
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

・　

八
種
類
の
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
定
め
ら

れ
た
も
の
が
現
在
も
有
効
で
す
。
今
後

の
改
正
状
況
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
労
働
基
準
監
督

署　

�（
２
１
）１
０
３
０

�
　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
地
域

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

愛
知
県
で
は
十
一
月
を
「
青
少
年
健
全

育
成
県
民
運
動
強
調
月
間
」
と
定
め
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
、
心
身
と

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

も
に
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
も
十
一
月
一
日
（
木
）
に

阿
久
比
駅
前
で
青
少
年
健
全
育
成
地
区
推

進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
青
少
年
を
取

り
巻
く
環
境
を
見
直
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所　

　

�
（
２
１
）
０
０
０
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/aichi/

�
�
�
�
�
�
�
	



試験期日受付期間受験資格募集種目

１次

　平成２０年１月

　１２日

２次

　平成２０年１月

　２５日～２８日の

　指定された日

平成１９年１１月１

日～平成２０年１

月８日

・平成２０年４月

１日現在、１５

歳以上１７歳未

満の方

・中卒者（見込

を含む）

自衛隊生徒

受付時にお知ら

せします。

年間を通じて

行っています。

採用予定月の１

日現在、１８歳以

上２７歳未満の男

子

男
子

２等陸・

海・空士

追
加
施
設
名

丸
山
公
園

武
道
場

ふ
れ
あ
い
の
森

体
育
室

予
約
シ
ス
テ
ム

全
般
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

�（
４
８
）６
６
４
４

ふ
れ
あ
い
の
森

�（
４
８
）８
４
３
１

企
画
財
政
課

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
線
３
０
３
）

こ
う
げ
ん
び
ょ
う
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Information

　

十
月
一
日
付
け
で
、
関
政
雄
さ
ん
が
法

務
省
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
い

つ
で
も
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
相
談
を
受

け
付
け
し
ま
す
。

□
連
絡
先　

　

阿
久
比
町
大
字
草
木
字
東
郷　
３６

　

�（
４
８
）１
３
０
１

�
　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
愛
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
関
す
る
人
権
問
題
を
取
り
扱
う
相
談

電
話
「
女
性
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
二
日（
月
）か
ら
十
八
日（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は
相
談
時
間
を
延
長
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
延
長
時
間

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

・
十
一
月
十
二
日（
月
）〜
十
六
日（
金
）

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
七
時

・
十
一
月
十
七
日（
土
）・
十
八
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

□
女
性
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

　

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
（
内
１
４
７
５
）

�
　

図
書
館
で
除
籍
し
た
本
や
雑
誌
を
皆
さ

ん
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
十
冊
ま

で
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
会
場
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

本
や
雑
誌
が
な
く
な
り
次
第
フ
ェ
ア
を
終

了
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

十
一
月
十
七
日（
土
）・
十
八
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

町
立
図
書
館

�
　

春
日
台
職
業
訓
練
校
で
は
平
成
二
十
年

度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
す
る
科

　

機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、
陶
磁
器

科
、
紙
器
製
造
科

□
定　

員　

百
人
（
各
科
二
十
人
）

□
訓
練
期
間　

一
年

□
応
募
資
格　

知
的
障
害
の
あ
る
方
で
、

義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平
成
二
十
年

三
月
卒
業
見
込
み
で
職
業
自
立
が
見
込

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



ま
れ
る
方
。

□
応
募
方
法　

入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の

写
し
な
ど
の
書
類
を
添
え
て
、
半
田
公

共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
入
校
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
あ

り
ま
す
。）

□
受
付
期
限　

平
成
二
十
年
三
月
下
旬

（
入
校
予
定
者
が
募
集
人
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

□
試
験
日　

十
一
月
一
日
以
降
で
指
定
す

る
日
に
適
性
試
験
と
面
接
試
験
を
行
い

ま
す
。

□
試
験
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
内
春
日

台
職
業
訓
練
校
（
春
日
井
市
神
屋
町
７

１
３
―
８
）　

�
０
５
６
８
（
８
８
）
０

８
１
１
（
内
２
７
２
２
・
２
７
２
７
）

�
　

食
品
表
示
に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
食
品
の
品
質
表
示

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
食
品
表
示
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
、
問
い
合
わ
せ
を
受
け

る
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
食
品
表
示
１
１
０
番
電
話
番
号

・　

農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
表
示
・
規

格
課　

�
０
５
２（
２
２
３
）４
６
１
８

・　

独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費
安
全

技
術
セ
ン
タ
ー
名
古
屋
セ
ン
タ
ー　

�

　

０
５
２
（
２
２
９
）
１
０
６
３

・　

愛
知
県
食
育
推
進
課　

�
０
５
２

（
９
５
１
）３
８
９
３

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

　
人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
関　
政　
雄　
さ
ん

�

�

�

�

��������������������������������������������������������������������
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□日　時 
　１１月４日（日） 
　午後１時～午後１時２０分　受け付け 
　午後１時３０分～午後３時３０分　実技 
□場　所 
　草木小学校体育館 
□対　象 
　阿久比町在住の小学生親子 
※　最後に親子でゲームを行います。 

今後の予定（種目など詳細は、決まり次第お知らせします。） 
草木小学校体育館　１２月２日・９日、１月１３日・２０日・２７日 
草木小学校運動場　１２月１６日、２月３日・１７日 
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－スタッフ・指導者も募集－ 
　阿久比町では地域の方が参加・活動・運営しやすい総合型地域スポー
ツクラブの設立を目指しています。スポーツクラブとはどんなものか皆さ
ん参加して体験してください。 
□申し込み・問い合わせ先　スポーツ村　fl（４９）２５００ 
主催／阿久比町教育委員会 
　　　阿久比町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会 
主管／阿久比町総合型地域スポーツクラブ運営委員会 

□日　時 
　１１月２５日（日） 
　午後１時～午後１時２０分　受け付け 
　午後１時３０分～午後３時３０分　実技 
□場　所 
　草木小学校体育館 
□対　象 
　阿久比町在住の小学生親子 
※　親子でゲームを楽しみながらの 
　実技です。 

◎体育館シューズを用意してください。 
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阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，２７３　　（△９）

人　口　２５，００６人（△１０）

　男　　１２，３９０人（△２）

　女　　１２，６１６人（△８）

（　　）は前月との増減数

９月中の異動

　出生　２０　転入　５０　

　死亡　１７　転出　６３

平成１９年１０月１日現在

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１


